
本市は、持続可能な行政運営を維持するため、職員が個々の能力を最大限に発揮できる職場環

境の構築を推進している。

１.概要

２.目的

窓口業務に関する全庁調査の結果、開庁時間外における窓口対応の常態化という課題が判明 

→ 窓口来庁者数・着電件数等の調査を実施

市役所本庁舎等の窓口受付時間等の短縮について

③ 適切な労務管理の実現① 経営資源の有効活用と業務効率化 ② 非対面サービスの普及促進

窓口受付時間及び電話受付時間の短縮が課題解決のために必要
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短縮により確保した時間を業務改善に活用し、より質の高い市民サービスを実現



市役所本庁舎等の窓口受付時間等の短縮について

３．変更内容（案）

変更前 変更後

・職員の勤務時間（8:30～17:15）に変更なし

【窓口・電話受付時間】 【対象施設※ 】 【試行期間】

・本庁舎

・戸田市福祉保健センター

17:15～19:00 廃止

9:00～17:00 廃止※

水曜

延長窓口

日曜窓口

変更前 変更後

8:30～17:15 9:00～16:30

【水曜延長窓口・日曜窓口】

※一律での実施を廃止し、実状に応じた各課対応へ移行
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※保育園・学童保育室・公民館・図書館

・新曽南庁舎・戸田公園駅前出張所など

上記対象施設以外は変更なし

【対象課 】

市民税課・収納推進課・
市民課（美笹支所を含む）・
障害福祉課・健康長寿課・

保険年金課・子育て支援課・
保育幼稚園課

期間：
令和９年２月１日 ～ 
令和９年１２月３１日（１１カ月間）

方針：
試行期間を設けたうえで、市民へ
の影響や業務改善効果について、
客観的に検証する。

試行期間終了後：

検証結果を踏まえ、令和１０年１月
以降の本運用への移行を目指す。



市役所本庁舎等の窓口受付時間等の短縮について

４．市民サービスへの影響

コンビニ・スマート窓口等交付割合の推移

・窓口来庁者数の約９０％、電話着電数の約８７％が９：００〜１６：３０に集中

・デジタル手続の利用率は約３０％で年々増加傾向
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市役所本庁舎等の窓口受付時間等の短縮について

５.市民への周知と利便性向上策

(１) 周知方法

各会議体での検討・パブリックコメントを経て、以下のチャネル等で周知を徹底

・広報戸田市 ・ホームページ ・SNS ・チラシ ・立て看板 ・プレスリリース

(２) 今後の利便性向上策

オンラインサービスの拡充により来庁不要な手続を推進
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６．期待される効果と試行期間の検証内容 

本取組によって【期待される効果】 試行期間の【検証内容】

⚫ 組織面

情報共有・業務改善の検討などの時間が確保できることに
よる質の高い行政サービスの提供

⚫ 窓口波及効果の検証
・各課・各支所の窓口来庁者数や着電件数の推移

⚫ 市民面

デジタル手続への円滑な移行が促進されることによる利便
性の向上

⚫ 市民サービス・ＤＸの検証
・非対面サービスの利用実績の推移
・市民からの意見把握と件数の推移

⚫ 労務面 

窓口受付時間の明確化、勤務時間の適正化による恒常的
な時間外勤務の削減

⚫ 労務・事務の検証
・時間外勤務時間の推移
・短縮時間内での業務効率化・合理化の推進状況
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